
JournalofFossilResearch､Vol35(I),10-14(2002)化石研究会会誌

［原著］

三浦層群三崎層（中期中新世）から産出した

ハリセンボン属（条鰭魚類・フグ目）の歯板化石

後藤仁敏＊・上野輝彌

OnporcupinefishtoothplatesfromtheMisakiFormation,MiuraGroup
(MiddleMiocene)inMiuraCity,KanagawaPrefecture,centralJapan

GOTOMasatoshiandUYENOTeruya

Abstract

TwolargetoothplatesofDﾉodonsp.,aporcupinefish(TetraodontifOrmes,Actinoptel･ygii)werefbundfi･omthe

siltstoneofthelowerpartoftheMisakiFormation,MiuraGroup(MiddleMlocene)nearBishamomen,Miura

City,KanagawaPrefecture,centralJapan.Theuppertoothplateconsistsofl91aminaeofenameloidandthelower

plateconsistsofl71aminaeofenameloidoneachsideThesespecimensarethelaIgesttoothplatesinthemfi･om

JapaneseMiocene,soit iSconsideredasvery important inthestudyontheclassificationandevolutionof

porcupmefiShes.

1 ． はじめに

1995年11月24日に，神奈川県三浦市南下浦1IW毘沙門

の海岸(Fig. 1 )において，三浦生痕化石団研の調盗

の際に大森昌衛会員が，三浦層群三崎層から真骨魚類

のハリセンポン属の歯板化石を発見した．

歯板はきわめて大きく，左右・上下の各部分がそろ

っており，非常に貴重なものである． ここに，その記

赦をおこない，今後の研究の資料としたい．

2．産地と地層

ハリセンポン属の歯板が産出したのは，三揃市下浦

町毘沙門の毘沙門天東南の海岸に分布する三浦層群三

崎層下部のBmダフ付近のスコリア質の細礫～砂を挟

む明灰色の凝灰質シルト岩である(Fig.2) .

この地点付近からは， シロウリガイC"I)W)j09W2"sp.

などの軟体動物,"0(i0sαγ"”ﾉo"gisc"",〃"(77ziS

加戒”“などの有孔虫類, PIIy""eSiSp.などの生痕化
石が産出している（蟹江ほか, 1991 ;蟹江・服部，

1991 ;秋元ほか, 1991 1生痕研究連絡会, 1995) .

以上の産出化石やフリッシュ堆穣物の卓越する層相

から，三崎層の本層準の堆積環境は，大陸棚で漸深海

Fig.1Localityoi thetoothplatesoiporcupinelish (×）
(MitsunashiandYazakil968KodamaandMitsunashi,

1986）
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Fig.2.Horizon (×) ofthetoothplaiesandthe;ratigraphyol
theMiuraGroup(Kanie,1999)

Fig.4.TooIhplatesofD/bdb"sp. fromtheMisakiFormation.

Lingualview,Leit: thelowertoothplate,Right: theupper
toothplate.OccIusalview.Scale:10m｢Ⅱ．
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Fig.3.Horizon(arrow)of thetoothplates intheMisakiand
HaisuseFormations (MitsunashiandYazaki,1968) 1~

9:MisakiFormation,10:HatuseFormation,11:Keybeds.

帯ではないかと推定されている（秋元ほか, 1991) .

浮遊性有孔虫による年代区分では, BIow(1969)の

N14に当たり，時代は新第三紀中期中新世である

(Fig.3)

■■■■■■■

Fig.5．ToothplatesofDjOdOnsp. fromtheMisakiFormation.

LabiaIview, Leit: theuppertoothplate,Right: theloweI
toothplate.BasaIviewScaie:10mm.

3．化石の記載

条鰭魚網ClassActinopterygii

新鰭亜綱SubclassNeoptelygii

真骨区DIvisionTeleostei

赫鰭上目 SuperorderAcanthopterygii

フグ目OrderTe[raodontifOrmeSRegan,

フグ亜目 Subordel･Tもtl･aodontoideiBerg,

ハリセンポン科FamilyDiodontidae

Bibron,1855

ハリセンボン属α0伽"Linnaeus,1758

DiOdonsp. (Fig.4～7)

1929

1937 標本番号:NSMPV20545 (国立科学博物館所蔵）
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Fig.6.Asketchoi theloothplatesoiDiodonsp. iromtheMisaki
Formation･Lingualview,Le化Ihelowertoothplate,Right:
theuppertoothplate・Occlusalview.

Fig.8.UpperandIowertoothplatesofanextantpo1℃upinefish,
D""nholaca""7us.OccIusalviewsScale:5mm.

歯板の形態：上顎と下顎の2つの歯板からなる．現生

のハリセンポンDiodO〃ル0ﾉα“"/〃"SLinnaeuSでは上顎

の方が，下顎より大きな歯板をもっている(Fig.8)

ことから，大きいほうが上顎，やや小さいほうが下顎

と推定される．

歯板は薄桃色から暗褐色のエナメロイドの層板が上

下方向に種み重なったものからなり，上顎では左右各

19枚,下顎では左右各17枚の層板から椛成されている．

層板は，円を中心を通って4分の1に切断した形で，

上下顎とも左右の歯板が正中で接して，全体として半

円形を呈する．上顎では層板の遠心部がわずかに突出

する． このうち，口腔に露出する咬合面をつくる層板

は，上顎では口腔側10枚，下顎では口腔側7枚で，そ

の舌側部が斜めに咬耗している．

鴬

悪

計測値：上顎歯板の近遠心径（左右合わせて) 34-3n1m,

歯板高252HIm,唇舌径20.3mm,下顎歯板の近遠心径

(左右合わせて) 31 .4mm,歯板高20.5m,唇舌径28.8mm

である．

体の全長と歯板の大きさは単純に比例するものでは

ないが，現生の全長17.3cmのハリセンボン (Fig.8)の

上顎歯板の近遠心径（左右合わせて）が8.81mm,下顎

歯板のそれが8.31mmであることからすると，本標本の

歯板をもっていたハリセンボン属の魚類は，全長およ

そ66cmにも達する大きな魚であったと推定きれる．

Fig.7.UpperandIowertoothplatesofD/odonsp. iromtheMisaki
FormationLingualview.OccIusalviews.Scale: 10｢ⅡⅢ．

比較：フグ目ハリセンボン科に属する魚類は，上下顎
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に層板が積み重なった歯板をもつことが．特徴の一つ

である本科の化石は，世界各地の始新世前期以降の

地層から知られている．すなわち， イタリア・エジプ

ト ・インド・アメリカの始新世， フランス・イタリ

ア・ンチリア島・マルタ島・アルジェリアの中新世の

地層から報告されている (Danil'chenko, 1964;

Patlerson, 1993;PuItly"αI, 1996) .

わが国各地および台湾の中新世以降の地層からも本

科の歯板化石の報告があるすなわち，千葉県銚子市

長崎鼻の名洗層（上部中新統）からDio""sp (糸魚

川ほか1975)，高知県室戸市羽根町の登層（上部鮮新

統）から〃0曲〃sp. (上野ほか, 1996),沖縄県玉城村

親慶原の知念砂岩層（下部更新統）からDi()dO72sp.A
とDi(7(IO"sI).Cが，同県糸満市喜屋武岬の那覇石灰岩

(下部更新統）からD"(われsp.B(上野ほか, 1974)が，

台湾左鎭の中新統からDio(io"sp. (Uyeno, 1978)が

報告されている．本科の現生極は，太平洋・大西洋・

インド洋に棲み，その名のとおり体表に鋭い練を発達

させている主に熱帯から亜熱帯の海に楼み，幼魚は

外洋性であるが．成体では海藻やサンゴ類を食べるた

めに沿岸性となる（益田ほか, 1984) .ハリセンボン

Djo"0〃属以外に， 日本近海ではイシガクフグ

c〃伽"りIC"γ"s属， メイタイシガキフグC)'c""ﾉ“属の2

属があり，外国ではA"0"り'cIe"",L"〃0"〃“",乃'igZ4-

"c〃"ﾘsの3属があり，計6属19種が知られている

(NeIson, 1994)

このうち，上野所蔵の現生のネズミフグD"do"

ﾉwr血Lilll1aeuS (Fig.9)では，上顎歯板は22～24枚の

層板，下顎歯板は20～22枚の層板で構成され， イシガ

キフグCﾙ加"Zy""･"S(〃"isGllnthel･ (Fig.10)では，上

顎歯板は8枚の層板，下顎歯板は6枚の歯板から橘成さ

れていた． したがって，本標本はイシガクフグよりも

ネズミフグに似ており，ハリセンポン属に属すると考

えられる．すべての種と比較することができなかった

ため，ここではαodo"sp.とした．

Fig.9．UpperandIowertoothplatesofanextantporcupinefish,
DbdOn/7ysMx.Occlusalviews・Scale:10mm.
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一割 4．発見の意義

本標本は， 日本および台湾産の中新世のこれまで報

告されているハリセンポン属の最大のものである（上

野ほか, 1974;糸魚川ほか, 1975;Uyeno,1978;上

野ほか. 1996) しかも，上下の歯板がほぼ完全な状

態でそろって保存きれたのは,本標本が初めてである．

したがって，本標本は，ハリセンボン属の未記救種

である可能性も大きく､ハリセンボン類の分類と進化

を解明する上で重要なものとして，今後の研究が期待
される．

鍵 鍵f

鶏：
．､ヘ 、癖、

Fig.10．UpperandIower toothplatesoianextantporcupine
nsh,CI7jbmyCreﾉusa"〃7心.Occlusalviews.Scale:10mnl.
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